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人工内耳アンケート調査を実施して 

 

全国早期支援研究協議会 

会長 南村 洋子 

 

多くの保護者は「わが子の耳がきこえない」と診断されたとき「私の聴こえる片耳を     

わが子にあげられないか」と真剣に考えることでしょう。そうしたときにもたらされる 

「人工内耳」の情報は保護者にとっての朗報であると思われます。 

最近の聴覚障害児教育の現場を見ますと人工内耳装用のお子さんが増加し、低年齢で 

の施術も多くなりました。そこで全国早期支援研究協議会では、人工内耳についてのサ 

ポートブックの作成を考えており、このサポートブック作成に先立って、2010年3月、 

わが子に人工内耳手術をした保護者の方、あるいは人工内耳を考えたが、しなかった保 

護者にアンケート調査を行いました。この調査は全国早期支援研究協議会会員を中心に、 

聾学校乳幼児相談担当者や難聴児通園施設職員等を通して配布・回収いたしました。し 

たがって、調査に統計的な偏りがないとは言いきれません。しかし、回答してくださっ 

た保護者の方々は実に真摯にそして率直に、具体的にアンケートに答えてくださいまし 

た。感謝の気持ちで一杯です。 

早期支援に携わっている教育関係者である私たちは、幸いにもいち早くアンケートの 

回答を読み、まとめる作業を行う機会を得ました。私たちは回答を一読し、自らの日ご 

ろの早期支援活動の軟弱さを実感し、保護者の方と寄り添うことをモットーとしながら、 

今更のように保護者から見ると遠くはなれた存在として支援していたのではないかと猛 

省しました。殊に凝縮された保護者の思いが、Q29の自由記述（資料として付記）には 

述べられております。 

また、この報告書を出すにあたり、聴覚障害者・保護者・医療関係者・言語聴覚士・ 

大学関係の研究者などの方々に、アンケート調査のまとめを読んでいただきコメントを 

いただきました。いずれも深い内容を含んだコメントで、それらはこのアンケート調査 

報告をより充実したものにしていただきました。コメントを寄せていただいた各界の方 

々には、心から御礼申し上げます。 

今後も人工内耳手術は、聴覚障害児を持つ保護者にとって魅力あるものとなっていく 

ことでしょう。そうした時代の流れの中でこの調査報告書が保護者は無論のこと、医療 

関係者・教育、療育関係者にとって「聴覚障害」を考える一助となり、「子どもの幸せ」 

を考える貴重な参考資料として活用されることを心から望んでおります。 
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